
梱包明細書

施工寸法図（寸法単位：mm）

ディーズデコ Ｎティンバー

取付説明書

名 　　称 数量
Nティンバー 1

取扱説明書 1
取付説明書 (本書) 1

保証書 1
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安全上のご注意
◆お使いになる人や他の人への危害、財産の損失を未然に防止するため、必ずお守りください。

◆本製品にフェンス(装飾的なものを除く)など重量物を取付けないでください。変形・破損の可能性があります。
◆本製品を「防護柵」など荷重を受けるような部分に使用しないでください。破損して事故につながる可能性があります。

禁止

注意

◆取付けが不十分だと、使用中に製品の変形や破損が生じる恐れがあります。
　この取付説明書に従い確実に固定してください。

＜施工上のご注意＞

＜施工前のご注意＞
◆開梱時に部品の種類と数量をご確認ください。
◆商品に異常がないことをご確認ください。

◆モルタルやコンクリートボンド等の養生は十分に行ってください。
◆製品表面に付着したモルタルやボンド等は速やかに除去してください。
◆開梱時に部品の種類と数量をご確認ください。
◆施工の際には手袋を着用してください。　　　

このたびはDea’s Garden 製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
正しく取付けて頂くために、取付説明書をよくお読みください。

※複数のNティンバーを隣接して
　施工する場合は根巻き代を
　130mm確保してください。

　必ず記載の基礎寸法を守ってください。基礎
　寸法が小さいと基礎の破壊や製品の傾き、倒
　壊に繋がる恐れがあります。
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施工手順

【製品を切断せずにそのまま使用する場合】

１

2

スチール角パイプのΦ12の貫通穴に鉄筋などを通して抜け止め処理をします。

鉄筋など

位置、高さ、垂直を確認しながら基礎穴に仮固定し、充填した基礎コンクリートが硬化する
まで養生して完成です。

施工時に必ずお守り下さい。間違った施工をすると、内部凍結による製品の破裂が発生します！

※必ず記載通りの基礎寸法を
　確保してください。

砕石

コンクリート等

30
0

350×350

スチール角パイプ
（40×40）

GL 30

鉄筋等で抜け止め

水抜き穴

　製品下部外周に開いている穴は絶対にコンクリートやモルタルで埋めて塞がないで下さい。
　穴から侵入したセメントが支柱内部の連結空気穴を塞ぐこににより、排水機能を損なう恐
　れがあります。なお、製品に開いている水抜き穴が、GLから30mm程上がった位置で製品
　を取り付けてください。

GL

水抜き穴
GLより上に必要

連結空気穴
モルタルなどで埋めない

切断及び、土間に施工される場合はP.3をご確認ください。
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１

3

本体（樹脂部）とスチール角パイプを止めているM5皿ねじを抜き、スチール角パイプを引き
抜きます。

P.2の図と穴の位置が変わります。

引き抜く M5皿ねじ

本体（樹脂部）をのこぎりやディスクサンダーを用いて必要な長さになるよう下部を切断して
ください。切断した長さと同じだけスチール角パイプ上部を切断してください。2

スチール角パイプ上部
本体下部

下図の要領で支柱内部の各部屋に連結空気穴を設けるとともに、GL上の1か所に深さ30mm以上
のΦ6水抜き穴を開け直してください。切断せず土間に施工する場合、連結空気穴のみ開け直し
てください。

15以上
15

Φ6連結空気穴

60

Φ6水抜き穴
（片側のみ）

この後の工程はP2の1以降と同様です。

Nティンバー本体（樹脂部）にスチール角パイプを挿入し、皿ねじで再度固定します。

※スチール角パイプは引き抜いた際と、
　同じ向きで挿入してください。

M5皿ねじ

4
Φ6連結空気穴

水抜き穴は中央まで
貫通させてください。

連結空気穴は裏面貫通
させてください。

土間に施工される場合は、
GLより上の位置に連結空
気穴を開けてください。

【製品を切断して使用及び、土間に施工される場合】



鉄筋など
(別途)
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〈取付けに関するご注意〉
◆製品に直接木ねじやタッピングビスを打つことができます。
◆
◆照明とインターホンの配線は同じ穴内に通さないでください。ノイズが発生する恐れがあります。

配線

PF管(別途)
外径27mm以下

コンクリート等

PF管はG.Lより
150mm以上出してくださいG.L

ポスト

表札

照明

■ポスト・表札・照明の取付け例 ■インターホン及び照明の取付位置（必須）

アイテム取付時の施工例（全体）

350×350

30
0ｍ
ｍ

スチール角パイプ

砕石

30
ｍ
ｍ

33
0ｍ
ｍ
以
内

33
0ｍ
ｍ
以
内

◆照明とインターホンについては必ず本体上端から330ｍｍ以内に取付けてください。
◆表札及びミニオーナメントについては本体上端から330ｍｍ以内の取付けを推奨します。やむを得ずそれより下部に
取付ける場合は、取付けねじや固定脚が、本体内部のスチール角パイプに当たる場合がある為、それぞれの取付
手順をご確認ください。
◆ポスト、ハンガー、ウォールシェルフ、サイドフェンスについては本体上端から30mm以上の位置に取付けて
ください。取付けの際、取付けねじが本体内部のスチール角パイプに当たる場合があります。
それぞれの取付手順をご確認ください。
◆取付可能なアイテムにつきましてはディーズガーデンHPのNティンバー製品ページをご覧ください。（下記QRコード）

各アイテムは本体上端からボルト上端までが30mm以上になる位置に取付けてください。

33
0ｍ
ｍ
以
内インターホン

Nティンバー 製品ページ　QRコード



取付可能なディーズライトはディーズガーデンHPのNティンバー製品ページをご覧ください。（P4 QRコード）

取付可能なポストはディーズガーデンHPのNティンバー製品ページをご覧ください。（P4 QRコード）

ディーズライト･インターホン(市販品)を取付ける場合
〈取付けの条件〉

◆インタ
内部の穴を通してください。

。

ディーズポストを取付ける場合
〈取付けの条件〉

取付図2

ポスト
(図はコレット)

※正面か

照明とインターホンの配線
は同じ穴内に通さないで
ください。ノイズが発生
する恐れがあります。

ら た図

Nティンバーの施工ピッチ

取付図１

禁止

配線をする場合は
これらの穴や、
スチール角パイプ内を
利用する

ポストの
取付けピッチ
160mm

※ディーズライトとインターホンは必ず本体上端から 330ｍｍ以内の位置に取付けてください。

本体上端から
ボルト上端が
30mm以上且つ
330ｍｍ以内

本体上端から
ボルト上端が
30mm以上且つ
330ｍｍ以内

30以上
330以内

30
以上

330
以内

◆必ず本体上端からボルト上端まで30mm以上且つ330ｍｍ以内の位置に取付けてください。

◆本体上端からボルト上端まで30mm以上の位置に取付けてください。

各面の中心線上に取付けてください。

ボルト上端が
30mm以上

本体上端から



取付可能なガーデンアイテムはディーズガーデンHPのNティンバー製品ページをご覧ください。（P4 QRコード）

ガーデンアイテムを取付ける場合

サイドフェンスを取付ける場合

〈取付けの条件〉

〈取付けの条件〉

取付図3

取付け ッチ 施工 ッチ

45 45

下表をご参照のうえ各アイテムに対応した施工ピッチでNティンバーを施工してください。
取付けるアイテムの種類によってNティンバーの施工ピッチが異なります。

※本体上端から 330ｍｍより下にはスチール角パイプが内蔵されており、タッピングビスが当たることがあります。
　その場合はスチール角パイプにΦ4.5 の下穴をあけてからタッピングビスを締め込んでください。

※本体上端から 330ｍｍより下にはスチール角パイプが内蔵されており、タッピングビスが当たることがあります。
　その場合はスチール角パイプにΦ4.5 の下穴をあけてからタッピングビスを締め込んでください。

各面の中心線上に取付けてください。
ガーデンアイテムを取付ける場合は隣合うティンバー等に干渉しないことを必ず事前にご確認ください。

各面の中心線上に取付けてください。

ボルト上端が
30mm以上

本体上端から



詳しくはディーズガーデンHPのNティンバー製品ページをご覧ください。（P4 QRコード）

A-03 / A-07のレイアウトをご依頼いただく際には、恐れ入りますが

レイアウト確認後、併せて必ず表札のボルト取付け
位置をご確認の上、Nティンバーを施工してください。
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ディーズサイン／ミニオーナメントを取付ける場合

■

取付図4
15 1560

ボルト取付け位置

取付可能範囲

〈取付けの条件〉

◆表札は手作りの為、ボルトの位置が図面と異な 場合があります。必ず製品が届いてから現物に合わせて取付けてください。

■Ａ－０３／Ａ－０７

取付図5

重要

■2本のNティンバーに取

①Nティンバーに取付けること　②希望施工ピッチ　を弊社へお伝えください。

付ける場合

■1本のNティンバーに取付ける場合

表札
(図はA-03)

ボルト取付け位置

Nティンバーの施工ピッチ
（レイアウト作成時に決定）

本体
スチール角パイプ

25

脚を切断して長さ調整する

本体

スチール角パイプ

25

脚を切断して長さ調整する

※脚がスチール角パイプに当たる場合は、その脚のみ角パイプ
　に当たる部分まで残し切断してください。

※脚がスチール角パイプに当たる
　場合は、その脚のみ角パイプに
　当たる部分まで残し切断してく
　ださい。

330ｍｍ以内
（推奨）

330ｍｍ
以内
（推奨）

◆本体上端からボルト上端までが30mm以上になる位置に取付けてください。
◆本体上端から330ｍｍ以内の取付けを推奨します。やむを得ずそれより下部に取付ける場合、脚が本体内部のスチール
　角パイプに当たることがあります。その場合は下図に従って当たる脚を切断して取付けてください。
表札の種類によってNティンバーの施工ピッチが異なります。下記とP8の表をご参照の上、各表札に対応した
施工ピッチでNティンバーを施工してください。

330ｍｍ
以内
（推奨）

ボルト上端が
30mm以上

本体上端から

ボルト上端が
30mm以上

本体上端から



レイアウトをご依頼いただく際に、Nティンバーに取付けることを弊社へお伝えください。

下記をご参照の上、各表札に対応した施工ピッチでNティンバーを施工してください。
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〒601-8317    京都市南区吉祥院新田弐ノ段町45
TEL  075-681-2891   FAX  075-662-1190

株式会社　傳來工房 DSH-IM15
2022.11A

◆改造、変更はしないでください。　
◆取付け終了後、製品が確実に固定されていることをご確認ください。

工事店様へ

◆Ｇ-01、Ｇ-03、 Ｇ-05をN

■その他の表札

※ が
。

ルＡを使用すること  
ルＢを使用すること

ルCを使用すること

  

表　札 取付けピッチ Nティンバー
施工ピッチ 備　考

表札
(図はG-03)

サイン
リアパネル
(図はA)

取付図6

Ｇ-04、 ～Cのいずれか

本体
スチール角パイプ

25脚を切断して
長さ調整する

※脚がスチール角パイプに当たる
　場合は、その脚のみ角パイプに
　当たる部分まで残し切断してく
　ださい。

330ｍｍ
以内
（推奨）

ボルト上端が
30mm以上

本体上端から


